
 

 令和５年１１月１日 

横浜市立矢部小学校 

校  長 山口恭史 

栄養教諭 芦野文香 
 

 

日に日に寒さを強く感じるようになり、体調を崩しやすい季節となりました。うがい、手洗いを

しっかりすることが予防の基本です。からだの調子を整えるために、野菜や果物をたくさん食べら

れると良いですね。 

 

１１月の献立🍴  

 

●地産地消月間にちなんだ献立を取り入れました。 

  27日 こまつなとじゃこのふりかけ 

 

 ★地産地消月間にちなみ、地場産物を多く使用しています。 

  キャベツ：13日、21日、22日、24日、27日 

  さつまいも：20日、21日 

  さといも：15日、27日 

  こまつな：29日 

  

●神奈川県の郷土料理であるけんちん汁を取り入れました。（29日） 

   横浜市内で収穫されただいこん、こまつなを使用します。 

 

●旬の食材を多く取り入れ、季節感が味わえるよう工夫をしました。 
（さけ、さば、ごぼう、だいこん、ねぎ、キャベツ、こまつな、ブロッコリー、 
ほうれんそう、さといも、さつまいも、しめじ、えのきたけ、エリンギ、にんじん、 
かき、りんご、みかん、ラフランス） 

 

  *基準献立の一部変更について 

   28日：マカロニのクリーム煮にパン粉を追加し、マカロニグラタンに変更します。 

   29日：あじのあんかけ・ぶどうまめをさけの西京焼き・だいずの磯煮に変更します。 

   

  *11月の自校炊飯 

   7日（火）：2・4・5年生、14日（火）：1・3・6年生、５くみ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地産地消とは、「その土地でとれたものをその土地で消費すること」を言います。横浜市では、

ＪＡ横浜と連携して、平成１８年度から地産地消の取組を本格的に始めました。この取組の中で農

作物が豊富な１１月を地産地消月間と決めました。 

 

地産地消のメリットとは・・・？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送距離が短いので、 

CO2排出が少なく、 

環境にやさしい 

新鮮でおいしい 

生産者の顔が

見えて、 

安心安全 

 

 

生産者の方々との 

コミュニケーションが 

生まれ、地域を元気にする 

 


